
令和４年度 学校評価 検証 改善方策 

菊川市立菊川東中学校 

１ 生徒アンケート結果 （第 4ステージ終了時、アンケート結果） 

問 質 問 内 容 R3 R4 （目標） 

1 学校が楽しい。 93% 93.3% （90%） 

2 みんなで何かをするのは楽しい。 94% 95.2%  

3 授業に主体的に取り組んでいる。 93% 94.6%  

4 授業がよく分かる。 86% 88.8% （85%） 

5 時と場を考えた挨拶や言葉遣いをすることができた。 95% 98.1%  

6 「躍動チャレンジ」に向けて学習した。 80% 80.6%  

7 仲間や学級のために進んで行動することができた。 90% 92.6%  

8 学校に、信頼することのできる先生がいる。 89% 89.1% （85%） 

9 地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがある。 72% 71.2%  

10 学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていると思う。 91% 91.7%  

11 授業では、コンピュータなどの ICTを活用している。 98% 98.7%  

12 わたしには、よいところがある。 84% 90.4% （80%） 

13 わたしは、だれか（クラスの人や家の人）の役に立っている。 81% 87.5%  

14 「自ら気づき 行動する」ことができた。 87% 89.8% （85%） 

  

(1) 「わたしには、よいところがある」（９０．４％）について 

本校の教育実践４本柱の一つが、「自己肯定感の向上」であり、その指標が「わたしには、よいところがあ

る。」である。自己肯定感の高い生徒の育成を目指し、全教職員で取り組んだ。その結果、昨年度は 84％で

あった数値が、今年度は 90.4％まで向上した。これは様々な取組による成果であるが、とりわけ以下の２つ

に力を入れた。 

  ア 称揚のボイスシャワー 

   ・全教職員で生徒を積極的に称揚するとともに、日常のあらゆる場面で認め励ました。 

   ・生徒同士でも声をかけ合ったり、認め合ったりする雰囲気作りに取り組んだ。 

   ・生徒がこれらを実感できるよう「達成おめでとう集会」と称し、フィードバックした。 

イ 躍動賞の授与 

 ・生徒が、学校全体の目標『自ら気づき→行動する』を継続して実践した際に授与する賞である。 

 ・表彰式は毎週、全校テレビ放送で行い、結果は躍動賞コーナーに掲示する。学校ニュースでも紹介し、現 

時点で 66名の生徒を表彰している。 

   ・躍動賞の授与は、称揚のボイスシャワーとも関係し、教職員や生徒がお互いの良いところを見取り、ほめ 

るきっかけとなっている。例えば、「素晴らしい挨拶を継続して行っている生徒は、その場でほめられ、

学級でもほめられる。全校放送で紹介され、周りの仲間にもほめられ、賞状を持ち帰り家族からもほめら

れる。」このような取組が、日常の様々な場面で見られ、自己肯定感の向上につながったと考える。 

 

(2) 「地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがある」（７１．２％）について 

・生徒アンケートで多くの項目は、80％を超えている中、この項目は、低い回答となっている。 

・新型コロナウイルスの感染拡大を受け、地域や社会活動へ目を向ける機会が少なくなった。 

・来年度は、総合的な学習の時間において、菊川市役所の出前講座を開き、菊川市の良いところや課題に 

ついて講話を聞き、より積極的に地域に目を向ける機会を設ける。そして、菊川市のために自分たちが 

できることを考え、提案するような活動を実践する。 



 

２ 保護者アンケート結果 

問 質 問 内 容 R3 R4 

1 明るく元気に登校している。 92% 92% 

2 家庭学習の習慣が身についている。 74% 66% 

3 規則正しい生活をしている。 80% 73% 

4 社会や学校のルール・マナーを守って生活している。 97% 97% 

5 授業に主体的に取り組んでいる。 94% 91% 

6 だれにでもあいさつができる。 90% 93% 

7 仲間や学級のために進んで行動している。（行事、生徒会、清掃など）  96% 93% 

8 生徒は「わたしには、よいところがある」と感じている。 89% 90% 

9 学校は教育方針、生徒・学校の様子を保護者に分かりやすく伝えている。 94% 95% 

10 教員は生徒の心配や悩みに気づき、積極的に相談に応じている。 90% 89% 

11 教員は分かりやすい授業になるように努力している。 95% 88% 

12 教員は、生徒の良い取組を見取り、称揚している。 95% 95% 

13 学校に信頼することができる教員がいる。 92% 91% 

  

(1)「だれにでもあいさつができる」（９３％）について 

・本校の教育実践４本柱の一つ「自己肯定感の向上」の取組として「東中愛にあふれたあいさつ」を掲げ、生 

徒の気持ちのよいあいさつを積極的に称揚している。 

・「自分のあいさつで相手を気持ちよくさせたい」という思いがこもったあいさつが自然にできるような雰囲

気を醸成している。また、校内だけでなく地域の方へのあいさつを行うよう呼び掛け、学校外でのあいさつ

も増えている。 

・東中愛にあふれたあいさつの実践は、躍動賞にも取り上げられ、自己肯定感の向上にもつながっている。 

・今後は、生徒会活動とも連携し、生徒が主体となって「東中愛にあふれたあいさつ」が広がっていくような

活動を実践する。 

 

(2) 「家庭学習の習慣が身についている」（６６％）について 

ア 現状について 

・家庭学習については課題であり、現在、本校では家庭学習のよりよいあり方について検討している。 

・学習指導要領では「個別最適な学び」が進められ、授業だけでなく家庭学習においても、生徒１人１人 

に合った課題や学習方法が必要である。全員一律に同じ課題に取り組んだり、作業のように行ったりす 

る課題では、確かな学力を身につけることは難しい。 

   イ 今後について 

    ・小中学校で連携して家庭学習のあり方について協議して行く。 

・小学校で行っている自主学習という方法は、自分に必要だと思う課題を設定し、ノート１ページにまと

めている。本校でも中学校１年生が自主学習という方法を採用している。自ら課題設定し取り組む方法

は、今後求められる学び方につながるため、より積極的に取り組みたい。 

    ・具体的な方法について、今後も小学校や家庭と連携し、確かな学力につなげたい。 

 

 

 



３ 学校評議員より 

２月上旬に学校評議員会を開催した。主な意見が次の通りであり、今後の教育活動に生かしたい。 

(1) 「学校経営の成果と学校評価」について 

・生徒アンケートの数値が高く、日頃から生徒の頑張りをよく認めてくれて大変ありがたい。 

・挨拶を元気にしてくれる生徒が多く、授業にも主体的に取り組んでいる様子も見られて嬉しかった。 

・中学校で身に付けた力や高めた自己肯定感を卒業後も大切にし、社会に出てからのコミュニケーション力

につなげてほしい。 

 

(2) タブレットの活用について 

・タブレットの導入により、学習面で個人差が生まれていないか心配していたが、授業の様子からタブレッ

トを効果的に活用できていることが分かり安心した。 

・SNSなどがトラブルの原因になるケースもあると聞いている。情報モラルをどう身に付けていくかを考え

ていかなければならない。 

 

(3) 今後の地域との連携について 

・コロナ禍により地域行事が中止となることが多かったが、来年度から再開する行事も増える。ぜひ中学生

に参加してもらい活躍してほしい。 

・運動部でも文化部でも活躍している生徒が多い。コロナ禍では、なかなか応援に行くことができなかった

ので、今後感染症の規制が少なくなり応援に行くことができることを楽しみにしている。 

 

 

４ 来年度に向けて 

  ・重点目標「自ら気づき→行動する」に取り組み３年目となった。これに関する指標が初年度 76.9％であった 

ものが今年度は 89.8％まで向上した。主体性を高めるための様々な取組が成果をあげている。 

・一方、たくましさが足りない点が課題である。失敗を恐れて挑戦できないことや人に頼りすぎてしまう生徒 

が多い。例えば、登下校時の車での送迎や、忘れ物を保護者に届けてもらうことである。 

  ・次年度は、教育実践の４本柱に「たくましさ」を加える。自分を表現することに自信を持ち、たくましい生 

徒を育てる。 

・具体的な手立てとしては、総合的な学習の時間を核として、プレゼンテーションの達人を目指す。「周りを 

意識した表現力」「身ぶり手ぶりを交えた表現力」「パワーポイントや資料を活用した表現力」等を身につけ 

る。その力を各教科や日常生活で発揮し、認められることによって自分に自信を持つ。ひいては、学校教育 

目標「未来を見すえ たくましい生徒の育成」を目指す。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  


